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　　　　　　　　　　　　　　マケドニア訪問記
10月1日から8日まで東欧のマケドニアを中心に、セルビア、アルバニアを訪問した。

マケドニアにある日本救援行動センターの松元氏、Milan氏のご配慮によるもので両氏に感謝したい。この機会にマケドニア～日本の学術、文化交流、経済関係強化の方策を検討するのが今回の訪問の主目的であった。マケドニアはユーゴーから分断、独立。日々、国家建設に邁進している段階にある。人種、宗教の対立感情。欧米主導でユーゴー抜きで領土が分割され、民族、国土分断の苦しみがいまだ癒えていないことを実感した。7カ国に分断された旧ユーゴ諸国の経済発展と平和を祈念したい。
　マケドニア人はアレキサンダー大王出生地として誇りを持っている。日本に対する親日的な印象を受けた。50年前の震度７のスコピエ大震災の復興を世界的な建築家・丹下健三氏が手がけた。中心部の広場の市庁舎や官庁街、オペラハウス、アパート群の近代性と芸術性は50年たってもその美しさを少しも失っておらず、この天才的建築家の才能が遺憾なく発揮された傑作の建築で、市民にも高く評価されている。2013年に丹下氏の生誕100周年、これらの建物の建設50周年を祝い、現地で広場に丹下氏の胸像を立てようとの動きがあるほどだ。この広場にはマザー・テレサの生誕地もあり、近くに彼女の記念館もある。
　日本ではそれほど知られていないが、国の西南には観光の名所、Orhid湖がありその湖畔にはOrhid市、Struga市があり、世界中から観光客が押し寄せている。紀元前からの遺跡も多く、Orhid市には教会が365もあり、その数の多さでギネスにも出ていると現地のガイドが自慢していた。近くのクロアチアのズブロ二クが観光の名所として日本では最近、脚光を浴びているが、マケドニア人によるとOrhid,　Strugaのほうが古代からの遺跡や教会など歴史的にも文化的にも優れている建造物もあり、また湖畔の風光明媚な眺めはズブロ二クに負けず劣らず有名で、ぜひ日本に紹介、PRして欲しいと関係者の依頼があった。
　Orhid 湖畔のStruga市に2泊したが、特に湖畔とそれを取り巻く山々の朝夕の眺めは息を呑むほどの美しさで筆舌に尽くし難いものがあった。
来年、2012年には日本ビジネスインテリジェンス協会（BIS）は発足20周年を迎えるが、マケドニアはミッション派遣を検討したい国の一つである。BIS関係者にはぜひマケドニア訪問を勧めたい。
因みに2001年のBIS創立10周年記念には協会有志18名がキューバを訪問。当協会とも関係のある馬渕睦夫大使がミッション一同を大使公邸の晩餐会にご招待いただくなど大変御世話になった。華のハーモニー主宰の水谷鏡子・当協会理事が活け花のデモンストレーションをされ、キューバ政府高官夫人達が参加し、キューバとの文化親善に貢献された。
　マケドニア側からは日本との姉妹都市協定締結への協力。日本～マケドニア友好協会設立への協力を強く要請されたので、当協会が中心となり、本年中に設立にこぎつけたい。　　　　

幸い本年末にはマケドニア首相、副首相、外国投資促進庁総裁などの日本訪問も予定されている。BISとしてもマケドニアとの友好促進、ビジネス拡大にビジネスインテリジェンスを大いに活用し、協力したいと思う。BIS会員各位のご協力を期待したい。
　マケドニアは農牧畜、チーズ、バター、薬草、ハーブ、野菜、リンゴなどの果実、に加え、最近、繊維、皮革製品の欧米向け、アウトソーシング基地、先端技術、機械のアウトソーシングや下請け、など人件費の安さ、雇員の勤勉さ、技術の高さなどから急速に欧米企業から注目されている。中国、ロシア、韓国、インドなどに比較し、日本企業の出遅れは否めない。今後はメデイカル・ツーリズムなど日本の観光開拓も望まれる。
　今回のマケドニア訪問、視察に際しては現地の日本救援行動センター（JARC）の松元代表、Milan　IvanouskI氏に現地関係先訪問に際し、格別のご協力を頂いた。ここに心からの御礼を申しあげたい。
　私は生涯で80カ国訪問を目標にしてきたが、今回のマケドニア、セルビア、アルバニア訪問でその目標を達成できたことは幸運であった。10月6日に、ハーブ、薬草の研究に訪れたアルバニアが80カ国目となった。現地に同行いただいたアンナ嬢、ミラン氏に80カ国達成を祝い夕食をご馳走になり、祝杯を挙げてもらった。私の一生の忘れがたき良き思い出となった。しかし当協会名誉顧問の廣瀬輝夫元NY医科大学教授が達成しておられる130カ国訪問にはとてもかなわない。私も健康に留意し、さらに90カ国、できれば100カ国訪問をあらたな目標にしようかと欲が出てきている。
　バルカン半島の地政学的な地位からドイツ、フランス、イタリア、ロシア、米国、中国、韓国の進出が目覚しいことを現地を視察し、実感した。日本の出遅れが目立っている。

ロシアはバルカンではセルビア、ブルガリア、マケドニア、アルバニアに力を入れている。ドイツはスロベニア、クロアチアに力を入れているようである。米国はバルカン半島最大の大使館をマケドニアの首都、スコピエに置き、ロシアに対抗し、バルカン半島への地政学的にらみを利かせている。これに対し、わが日本はマケドニアの管轄は遠く離れたオーストリアのウイーン大使館である。マケドニアに近いセルビアのベオグラード大使館が管轄すべきだとの意見を現地で数多く聞かされた。ここらあたりにも日本外務省の時代錯誤的実情が表れており、日本のバルカン外交の遅れが痛感された。
　私としては今後、マケドニアと経済のみならず、観光開発も含めた親善友好促進に努力したいと覚悟を新たにした8日間のマケドニア訪問であった。

（筆者は日本ビジネスインテリジェンス協会会長、前東京経済大学、元愛知学院大学教授）
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